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７鹿商観第７号鹿嶋市お試しチャレンジショップ整備・運営・管理業務委託 

プロポーザル方式等実施要領 

 

１ 委託業務名  

７鹿商観第７号鹿嶋市お試しチャレンジショップ整備・運営・管理業務委託 

 

２ 目的  

鹿嶋市では中心市街地における創業支援の一環で，令和２年度からチャレン

ジショップ補助事業として，対象のエリア内で空き店舗等を改修して新たに店

舗を開業する方や既存店舗を改修して業務を拡大する方に対して支援をおこ

なってきた。 

本事業は，これまでとは異なる形での創業支援を目的としており，市が空き

物件等を改装するなどし，市内で新たに創業したいと考える方が一定期間，低

リスクでお試し出店ができる環境を整備することで，新規創業の増加を目指す

ものである。 

これを踏まえ，鹿嶋市の発展のために，上記の環境整備，入居者（新たに市

内で創業したい方）の募集や入居後のフォローアップを行うことで，市内で創

業する方を育てるといった候補事業者を下記により募集する。 

 

３ 業務の概要  

(1) 委託業務内容  

別紙「７鹿商観第７号鹿嶋市お試しチャレンジショップ整備・運営・管理業

務委託仕様書」による。 

 

(2) 委託期間 

契約締結日の翌日から令和１２年３月３１日まで 

なお，委託業務を継続することが適当でないと認められるときは，契約書に

基づき，契約を解除することがある。 

 

(3) 提案上限額（消費税及び地方消費税を含む。） 

１０，５４９，０００円（令和７年度から令和１１年度まで） 

ただし， 令和７年度分の支払い限度額は２，１１０，０００円であるほか，

上記の提案上限額は契約時の予定価格を示すものでなく，本市がこの金額で契

約することを約束するものではない。 

なお，提案価格は提案上限額を越えてはならない。 

 (4) 実施形式 

   公募型プロポーザル方式 

 

４ 参加資格要件  
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申込時において，次に掲げる条件を全て満たしていること。 

(1) 令和元年度から令和６年度において，国（独立行政法人等を含む），その他

の地方公共団体において同種または類似業務の受注実績があること。類似業務

の経験が無い場合は，類似業務について十分な視察等を行うなど，本事業を行

う上でのノウハウを持っている者であること。 

(2) 鹿嶋市での競争入札参加資格を有していること。ただし，入札参加資格を有

していない場合，次に掲げる事項の書類を提出して，本プロポーザルに参加

することができる。 

ア 法人にあっては，履歴事項全部証明書（登記簿謄本）  

イ 商号登記している個人にあっては，履歴事項全部証明書（商号登記簿謄本） 

ウ 商号登記していない個人にあっては，身分証明書及び登記されていないこ

との証明書 

エ 財務諸表（法人及び個人） 

オ 直近年度の市税に未納がないことを証明する書類 

(3) 地方自治法施行令（昭和２２年政令第１６号）第１６７条の４第１項の規定

に該当しないこと。 

(4) 参加申込書時に，鹿嶋市及び茨城県から指名停止の処分を受けていないこと。 

(5) 提出された書類の記載事項に虚偽がないこと。 

 

５ プロポーザル概要  

(1) 事務局 

鹿嶋市経済振興部商工観光課 担当 野口 

〒３１４－８６５５ 茨城県鹿嶋市大字平井１１８７番地１ 

電話 ０２９９－８２－２９１１（内線３９１） 

ＦＡＸ０２９９－８４－１２１３ 

Ｅ－mail syoukou1@city.ibaraki-kashima.lg.jp 

 

(2) プロポーザルの日程 

  以下の日程で行う。 

件名 期限等 

参加申込書提出期限 令和７年４月２８日（月）午後４時 

資格審査結果通知 令和７年５月 ２日（金） 

質問書の提出期限 令和７年５月 ９日（金）午後３時 

質問書に対する回答日 令和７年５月１４日（水）予定 

企画提案書の提出期限 令和７年５月２０日（火）午後５時 

審査（プレゼンテーション等） 令和７年５月２３日（金）予定 

審査結果通知 令和７年５月３０日（金）予定 

 

(3) 参加方法（申し込み） 

mailto:syoukou1@city.ibaraki-kashima.lg.jp
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本プロポーザルに参加する事業者は，次のとおり必要書類を提出すること。 

ア 提 出 物 

(ア)参加申込書（様式第１号）１部 

(イ)会社概要（様式自由：会社案内などの冊子でも可）１部 

(ウ)業務実績調書(様式第２号及び契約書の写し〔直近のもの〕も添付)１部 

イ 提出期限 令和７年４月２８日（月）午後４時まで（期限厳守） 

ウ 提 出 先 鹿嶋市経済振興部商工観光課  

エ 提出方法 持参または郵送（ただし，必着のこと） 

 

(4) 質疑応答 

本案件の業務内容等に関して不明な点がある場合は，次のとおり提出するこ

と。 

なお，受け付けた質問事項全てを取りまとめ，全参加者に対して電子メール

にて回答する。ただし，実施要領及び業務委託仕様書に記載された事項または

問い合わせ期間以外の問い合わせは受け付けない。 

ア 提 出 物 質問書（様式第３号） 

イ 提出期限 令和７年５月９日（金）午後３時まで 

ウ 提 出 先 鹿嶋市経済振興部商工観光課 

エ 提出方法 郵送・電子メール可。ただし，必着のこと。（電子メールで

送信の場合，送信したことを事務局に電話連絡すること。） 

オ 回答期日 令和７年５月１４日（水） 

カ 回答方法 参加者全員へ電子メールにて回答。 

 

６ 企画提案書等の提出  

本プロポーザルに参加する事業者は，次のとおり必要書類を提出すること。 

(1) 提出物 

Ⅰ．企画提案書  

様式は任意とするが，次の事項及び内容を（タイトルとして順序を変えず，）

必ず記載し，下記（４）に留意すること。 

 内容 

１ 会社概要 会社コンセプト，業務内容，従業員数等 

２ 実績 令和元年度から令和６年度における国，地方公共団

体での同種または類似業務の受注実績又は類似業務

の視察等の実績 

３ 物件提案 ①物件の位置や現在の状態。 

②物件の調達可能性。 

③物件の整備方法。 

④完成イメージ（店内設備，間取り，面積など）が

わかる図面 
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４ 整備した物件の運

営・管理の提案 

入居者の募集方法，現時点で想定している物件の具

体的な運営管理方法。 

運営にあたって想定しているリスクとそのリスクの

回避策など。 

５ 入居者のフォローア

ップ 

入居者に対してのフォローアップの具体的な内容。 

６ 提案価格及び提案説

明 

①提案価格の妥当性 

②プレゼンテーションとヒアリングによる提案の具

体性 

 

Ⅱ．提案価格書  

①提案価格書（様式第４号） 

②提案価格内訳書（様式：任意） 

ア 提案価格は，提案内容評価の参考として利用するものであり，契約金額 

とならないものとする。 

イ 積算内訳書は，積算根拠を明確に示すこと。 

(2) 提出期限 令和７年５月２０日（火）午後５時まで（郵送可。ただし，必着

のこと。） 

(3) 提 出 先 鹿嶋市経済振興部商工観光課 

(4) 提出書類についての注意点 

ア 企画提案書については，Ａ４用紙，横書き，左綴じとすること。フォント

サイズは１０ポイント以上とする。また，企画提案書の分量は１０から２０

枚程度とし，ページ番号を付すこと。 

イ 自社が判明するような内容は記載しないこと。 

ウ 企画提案書の提出部数は１０部とする。 

エ 提案価格書は，原本１部・複写によるもの９部を提出すること。 

オ 提案価格内訳書についても，Ａ４用紙とし，提出部数は１０部とする。 

 

７ 審査  

(1) 審査の流れ 

本プロポーザルは，７鹿商観第７号鹿嶋市お試しチャレンジショップ整備・

運営・管理業務委託プロポーザル方式等審査委員会（以下「審査委員会」とい

う。）を設置し，下記のとおり行う。 

(2) 審査開催期日，会場 

期日 令和７年５月２３日（金・予定） 

会場 鹿嶋市役所  

(3) 審査の時間指定について 

令和７年５月２１日（水・予定）に審査の開始時刻を指定した通知書を対象

事業者に書面及び電子メールで送信する。開始時刻の指定は，「参加申込書」
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提出順位をもとに指定する。なお，送信を受けた審査対象事業者は，事務局ま

で受信した旨連絡すること。 

(4) 審査の内容 

参加者は企画提案書に基づき提案説明を行い，審査員が審査する。ただし，

参加者が６者以上あった場合には，事前に書類審査により，得点の高い順に上

位５事業者を選定する。 

ア １事業者あたり３０分（説明２０分・ヒアリング１０分）とする。 

イ 説明者は本業務担当者を原則とし，審査参加者は３名以内とする。 

ウ 説明は，提出された企画提案書類に沿って行うこととする。その際，参考 

資料等の持ち込みは可能とする。 

エ パソコン及びプロジェクター等の使用を認めるが，機器は各自で準備する

こと。 

（5）審査結果の通知 

審査結果は，令和７年５月３０日（金・予定）に書面及び電子メールで参加

者全員に通知する。 

 

 

８ 評価基準  

  評価基準は以下のとおりとする。 

企画提案事項 評価基準 配分 

１ 会社概要 会社コンセプト，業務内容，従

業員数等 

地域の活性化に関連する会社と

して理念があり，契約の相手方

として信頼できるか。 

5 

２ 実績 令和元年度から令和６年度にお

ける国，地方公共団体での同種

または類似業務の受注実績又は

類似業務の視察等の実績 

本業務及び類似業務に関わる受

託実績・経験は豊富か。 

10 

３ 物件提案 ①物件の位置や現在の状態。 

②物件の調達可能性。 

③物件の整備方法。 

④完成イメージ（店内設備，間

取り，面積など）がわかる図面 

整備する物件が魅力的か。また

魅力的な場所か。 

30 

４ 整備した

物件の運

営・管理の

提案 

入居者の募集方法，現時点で想

定している物件の具体的な運営

管理方法。 

運営にあたって想定しているリ

スクとそのリスクの回避策な

ど。 

整備した物件の運営方法につい

て，詳細に検討されているか。

また，リスクについても十分に

想定されているか。 

30 

５ 入居者の 入居者に対してのフォローアッ お試し出店後に創業に繋がるフ 10 
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フォロー

アップ 

プの具体的な内容。 ォローアップ体制となっている

か。 

６ 提案価格

及び提案

説明 

①提案価格の妥当性 

②プレゼンテーションとヒアリ

ングによる提案の具体性 

提案価格は妥当か。 

担当者は中心市街地の活性化に

熱意と明確なビジョンを持って

いるか。 

15 

 

９ 受託候補者の選定  

審査委員会において，審査の内容を総合的に評価し，事業の受託候補者の順位

付けを行い，本業務に最も適していると認められる受託候補者を１者選定する。 

選定結果は令和７年５月３０日（金・予定）に，審査参加者全員に通知する。 

 

10 異議申し立て  

選定理由及び選定結果に対する問い合わせについては，対応しないものとし，

異議申し立ては認めない。 

 

11 失格事項  

次のいずれかに該当する場合は失格とする。 

・企画提案書提出期限までに書類が提出されない場合 

・審査に選定されて参加しない場合 

・提出書類に虚偽の記載があった場合 

・審査の透明性・公平性を害する行為があった場合 

・上記に定めるもののほか，提案にあたり著しく信義に反する行為があった 

場合 

 

12 契約の締結  

(1) 上記９により選定された者と，契約締結の交渉を行う。ただし，当該交渉が

不調のときは，順位付けを行った上位の事業者から順に契約締結の交渉を行う。 

(2) 委託契約等については，鹿嶋市財務規則，その他関係法定に基づき，別途協

議する。 

 

13 その他  

(1) 事前の交渉については，一切受け付けない。 

(2) 本プロポーザルへの参加に係わる提出書類作成及び提出等に要する費用は， 

全て参加事業者の負担とする。 

(3) 本プロポーザルの参加に関して使用する言語は日本語，通貨単位は円，時刻

は日本標準時とする。 

(4) 申込み後に辞退する場合は，事務局に連絡のうえ，辞退届(様式：任意)を提

出すること。 

(5) 書類提出後の記載内容の変更は原則認めない。また，提出された書類は返却
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しない。 

(6) 提出された書類は，必要に応じ複写（審査委員会での使用に限る。）するこ

とができる。  

(7) 提出された企画提案書は，開示請求があった場合，開示の対象文書とする。

開示・非開示の判断は，所管課が客観的に判断する。  

  


